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レファレンス協同データベースの利活用に関する一考察
早　野　喜久江
１　はじめに
　社会のあらゆる環境において、情報とコミュニケーション技術（ICT）の普及が
進んでいる。その流れは図書館の世界にも進み、図書館業務と利用者サービスの面
で期待されるようになった。機械化、コンピュータ化は文献情報管理に関わる分野
から支持され、急速に図書館のコンピュータ化が進んだと思われる。
　カリフォルニア大学教授・バックランド（1）は図書館のコンピュータ化は次のよう
に進化すると論じている。
　
　「図書館業務はコンピュータ技術を利用するようになったが、そこで扱う図
書館資料はいまだ圧倒的に紙ないし紙に類似したメディアであり、これを「機
械化図書館」と呼ぶ……最近では政府統計、中世写本、衛星画像、博物館展示
物など興味深い様々な資料が電子形態で図書館で利用できる……この様相は図
書館サービスの方法を将来において変えることとなり、将来の図書館は「電子
図書館」」と呼ばれる。
　要するに図書館サービスが従来の図書館サービスとは、全く異なるサービスの特
性を発揮することを示唆している。図書館のサービスは、速報性・遠隔利用・同時
複数利用等を可能にするというデジタル・データ化の特性が必要になる。
　レファレンスは、それぞれの利用者により異なった回答を求められるサービスで
62　レファレンス協同データベースの利活用に関する一考察
あり、図書館員の人的支援という性格の色濃いサービスであることから、データベ
ース化が果たして有効なのかという声が図書館の現場ではあった。
　このような社会的に大きな革命的な業務を既に国立国会図書館が開始している。
それが「レファレンス協同データベース事業」である。
　文部科学省の「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（2）に『第二　公立図書
館　市町村立図書館３　図書館サービス」があり、「（二）情報サービス　（三）地
域の課題に対応したサービス（四）利用者に対応したサービス」が掲げられている。
　図書館における情報サービス＝レファレンスサービス（reference service）は、
資料の貸出サービスとともに、図書館の基本的なサービスの一つとして位置づけら
れている。また利用を促進するような体制と環境を用意することも必要になる「そ
のためには、専用デスクを設置して、確実に職員を確保することにより、職員の能
力の向上を図るとともに、利用状況やサービスの質の評価を行い、改善を図ってい
くことが求められている。」のである。
　図書館の課題解決支援機能が注目され、利用者への積極的な情報提供の必要性が
高まる中、図書館における情報サービスの拡充と定着の重要性が提唱されている。
　例えば、利用者である住民が、法律上の問題を解決するために法律を勉強したり、
新聞記事を検索して事故発生の原因を分析したりする際に、図書館が情報提供によ
って支援することである。
　特に以前は、専門家への相談や自館外の情報提供は、レフェラルサービス
（referral service）と称され図書館では慎重に扱っていた。2001（平成 13）年裁
判員制度の導入により、市民が重大な刑事事件の裁判員に参加することになり身近
な図書館での情報提供が必要になっている。
　情報サービスは、現在の情報社会において不可欠なサービスであり、社会人にと
っても、学生にとっても便利で役立つサービスなのである。
また、司書課程のカリキュラムの一環として「情報サービス演習」の授業の中でも
レファレンスツールとして活用している状況がある。それらのことを踏まえて総合
的に考察してみたいと考えている。
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２　「レファレンス協同データベース」とは
　レファレンス協同データベース事業は、2003（平成 15）年に開始された国立国
会図書館が全国の公共図書館・大学図書館・学校図書館・専門図書館等と協同でレ
ファレンスに関する大規模なデータベースを構築し、それをインターネットを通じ
て提供することにより、図書館でのレファレンスサービスや一般の人々の調べ物に
役立てることを目的とする事業である。
　平成 28 年 11 月末現在、725 館の図書館が事業に参加し、データ総登録数は 15
万件を突破している。データベースには、レファレンス事例・調べ方マニュアル・
特別コレクション・参加館プロファイルの４種類のデータが収録されている。さら
に、おすすめデータ、アクセスランキング、テーマ別一覧等なども利用できる。ま
た、日本十進分類法（NDC）による検索、文献紹介・事実調査等の調査種別、郷
土・人物等の内容別、社会人・個人等の質問者区分、解決／未解決、公共図書館・
大学図書館等の館種別と様々な観点からデータを検索できるようになっている。登
録されたデータは、どれも図書館の現場で作成された実践的な内容のものであり、
事例を読んだり、再調査することでスキルアップを図ることが出来るのである。ま
た、どんな質問が多いか、どんな資料が使われているかを事例から読み取り、資料
の収集や排架といった図書館運営の参考情報として利用することも出来るとしてい
る。
　自館でレファレンスデータベースを構築し、維持・管理していくには多くの負担
が伴うが、レファレンス協同データベースには、そのインフラが用意されており、
その運用に対するコストも不要である。次ページに示すようにレファレンスに必要
な力を助け合えるものであると考えられている。
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図１　レファレンス協同データベースの力（3）
　また、下記の図がレファレンス協同データベース・システム全体図である。
　データベースを核として、データ登録、管理、検索、参加館支援等の機能を持ち
合わせ、参加館はウェブブラウザを使ってアクセスし、データの登録、修正・削除、
検索等を行うことができる。
図２　レファレンス協同データベースシステム全体図（4）
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３　館種別参加館状況（5）（平成28年11 月25 日現在）
　　
　Ⅰ　国立国会図書館：国立図書館とは、その国の代表的図書館で国によって設置
運営され、その国の書誌コントロールの基礎となる全国書誌や、メタデータの作成
のためにも、納本図書館となり、その国の出版物の保存センターとなるなどの機能
を担っている。日本では国立国会図書館（6）が国立図書館に相当し、米国の議会図書
館と同様に議会図書館を兼ねている。国立国会図書館は省庁の支部を含めて 13 館
が参加しているがデータ登録をしている館は少ない。農林水産省関係の図書館：つ
くば分館は比較的データ登録を提供していると思われる。例えば、
質問：塩分濃度の作物（水稲）への影響に関連した資料が欲しい。（団体）
質問：桜で薬害か病害か分からない症状が出ている。診断してもらえる機関は無い
か。（団体）
回答：自機関で関連した資料を探したり、研究所のサイトを紹介している。
　Ⅱ　公共図書館：「図書館法」（7）がこの公共図書館を対象にしている。図書館の所
有する情報資源（蔵書）に対する無制限のアクセスを保証し、地域コミュニティや
行政区分の全住民がそのサービスを多くの場合に無料で利用できる図書館のことで
ある。運営は公的財源によって賄われ、図書館サービスは行政サービスの一環であ
るという見解もある。全国に 3,200 館超ある公共図書館の 427 館が参加している。
全都道府県クラスの図書館の少なくとも中央館はこの事業に参加し、政令指定都
市図書館においても同様に全 19 政令指定都市すべてが参加館として登録している。
市町村立図書館では、10 分の 1 程度の参加率となっており今後の参加が望まれる。
　来館者数と個人貸し出し資料数が 11 年続けてトップと言われている岡山県立図
書館におけるデータ登録数は多く。レファレンス質問をみてみると、NDC 別に分
類すると、歴史と社会科学分野の質問が多いという。例えば、
質問：伯備線の方谷駅の由来や、その駅舎について知りたい。（全年齢）
質問：アルファベットがいつごろからある文字か知りたい。（中学生）
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回答：備中松山藩の学者・山田方谷の名であり、唯一人名から付けられた駅名とい
う。アルファベットの質問には、百科事典等の二次資料を使って丁寧に答えている。
　Ⅲ　大学図書館：法制上の定めはなく、「大学設置基準」（8）によって法的な基準が
示されているにすぎない。大学における研究・教育のための情報資源を管理・提供
する図書館のことである。日本では、この大学図書館が研究図書館の役割を担って
もいる。専門的な資料群からなる蔵書をもち、それらの利用を通じて高度な研究活
動の遂行に資する図書館でもある。国立・公立・私立大学 180 館が参加している。
　全国の 4 年制大学図書館の数は、1423 館というから参加しているのは、約１割
強ということになる。しかも、データ登録をしている大学図書館は以外にも少ない
ことである。比較的多くのデータを登録している同志社大学今出川図書館のデータ
一覧をみると、
質問：同志社大学で新聞学を教えていた鶴見俊輔氏の具体的な担当科目、内容を知
りたい。（非常勤講師）
質問：同志社女学校卒業生で、ピアニストの松田幸氏について、取り組んできたこ
とや人物像が分かる資料を探している。（職員）当大学に関係している人物につい
ての質問であり、教務関係の資料、同窓会資料等から回答を寄せている。
　Ⅳ　学校図書館：「学校図書館法」（9）によって規定された館種で初等・中等教育機
関の図書館のこと。小・中・高・中等教育学校・特別支援学校など 39 館が参加し
ている。
　参加している多くは、中・高に併設する図書館で、散見する限り小学校の図書館
は１校、特別支援学校の参加は無い。唯一、小学校の参加校である京都女子大学附
属小学校のデータ一覧をみると、積極的にデータ登録をしていることが分かる。学
級担任からの質問・児童からの質問と図書館活動・運営が盛んであることをデータ
から読み取ることが出来る。
質問：『夢十夜』の第６夜が載っている本はありますか？（４年生担任）また、小
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学生らしい質問：これからインフルエンザの注射に行きます。いやです。怖いです。
（２年生児童）という質問に対して回答：絵本『ちゅうしゃなんかこわくない』（岩
崎書店）を読み語り、恐怖心を払拭させ、注射針の開発も進んでいることを参考図
書で伝え、気持ちをなごませている。
　Ⅳ　専門図書館：専門図書館を対象とする図書館関係の法令は存在しない。関係
法令がないことは設置基盤の弱さを意味すると懸念する向きもあるが、その分、専
門図書館の活動は多様性があり自由である。各種研究調査機関や企業その他団体等
で業務に関連して蓄積される資料群を中心に構成された図書館のことである。各組
織の業務に関係する調査研究機関の高度な専門的資料に基づく情報提供を主な業務
としている図書館が多い。56 館が参加している。
　国・公立：23 館、公益法人：22 館、企業：10 館、その他：１館である。
　ポーラ化粧文化情報センターに寄せられた。例えば、
質問：日本で最初にシャンプーが使われたのはいつ頃か。（団体）とか日本初の結
髪所を知りたい。（社会人）等当然ながら専門に即した質問が寄せられ資料を確認
して回答している。
４　司書課程における利点
　国立国会図書館の数多くあるサービスの一つであるレファレンス協同データベー
スは、調査に役立つ情報をまとめて検索できる調べものに便利なデータベースであ
る。
　「記録を蓄積し、共有する」ことを中心に据えたという点が大きな特徴である。
データの共有から生まれるコミニュティを生かして、参加館間での情報提供も行わ
れているとも聞いている。もう一つの大きな特徴は、公共図書館か大学図書館か、
また専門図書館かといった図書館の館種を問わない事業であること、さらには図書
館にとどまらず史料館や公文書館などの専門調査機関を含めた協同事業となってい
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る点である。所蔵資料や得意分野の異なる機関がそれぞれの情報を持ち寄り、補い
合うことでより豊かなデータベースとなり、またデータベース内外での協力が生ま
れており、様々な機関が協同することの意義は大きいと言える。
　図書館サービスの一つである「レファレンスサービス」は、どのくらい知られて
いるのだろうか。図書館は上手に利用すればとても便利なものだが、まだまだ知ら
れていないサービスも多く、レファレンスサービスもその一つである。大学・司書
課程で学ぶ学生に、受講初年度「レファレンスサービス」という言葉の認知度を聞
いているが反応が鈍いと言わざるを得ない。入学当初、大学図書館のガイダンスで
「レファレンスサービス」のことは、当然聞いているはずなのにである。図書館は、
このサービスをもっと利用者にアピールしていく必要がある。
　レファレンス協同データベースは、図書館員が実際に図書館利用者から受けた質
問を調査した事例等の集積である。そこには、利用者が回答として求める情報とと
もに、典拠の明らかな情報源とそこに導く調査・探索プロセスが含まれている。し
かもデータベースを利用者が自ら操作することで、そこにある情報へアクセスする
プロセスを確認し、体感することができる。
　実際「教育の場」でのツールとして導入している。そこでは、第１にどのような
情報源やレファレンスルールが存在するか。第２に知り得た情報源・ツールの操作
法を覚える。第３に多様な情報源を評価・選択し、総合的に使いこなす。複数の情
報源を組み合わせて新たな知識を発見し、状況に応じて情報源の使い分けを学ぶこ
とができると考えている。
　授業では、単にデータベースに蓄積されたデータを利用するということに留まら
ず、データベースシステムが有する研修機能を活用した、レファレンス協同データ
ベースを一つの教育の展開である考えている。レファレンス事例は、調査の踏み台
として扱い、授業の中では、再調査の必要性を心がけてもらっている。　
　図書館だけにもたらされるメリットだけでなく、専門的なノウハウの二次的活用
は、自身の調査研究にも役に立つはずである。
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　司書課程を受講した卒業生がレファレンス協同データベースのシステムを知り、
図書館の現場に立った時、活用してもらえるという意義は大きいと考える。
　事業による一般公開を前提とするレファレンス事例データベースの構築と運用が、
図書館にとってこれまで存在しなかった新たな情報サービスの形態を生み出し、利
用者に対しては新しいサービスの活用機会を生み出すことにつながると考えている。
５　インターネット情報資源が有する問題点
　容易に情報検索が可能な現在、簡単な事項検索くらいは片手で出来てしまう。図
書館に行ってまで調査・相談する目的は、図書館には情報資源がインターネット情
報源にはない重要な特徴を持ち合わせているからである。
　それは、課題解決に必要な情報源に求められる重要な条件である情報内容に関す
る信頼性と安定性である。インターネット情報源は、断片的であり一過性の情報を
扱っているものが多く、安定性を欠くものが少なくない。また、図書館情報資源の
ように体系的に組織されているわけでもない。
　このように信頼性・安定性が保証された情報源を体系的に収集・組織化し、レフ
ァレンスサービスによる人的支援を用意している図書館ならではの問題解決支援で
ある。
　利用者のニーズに応えるため、それに必要な正しい情報を適宜、適切なタイミン
グで提供し、精度の高い情報提供サービスすることが必須条件になる。
　国立国会図書館では、レファレンス情報の発信を様々なニーズに対応しているが、
やはり昨今のレファレンスの内容が変化しているという（10）。
　まず、受理件数が漸減傾向にあるという。問い合わせの多かった書誌的事項調査
も下げ止まりの傾向とのことである。これらはインターネット情報の充実により、
利用者自身で解決できたことによると見られる。
　新たな需要が生まれているのが、インターネット上で多様な情報が入手できるよ
うになったことで、現物確認依頼が増えているとのことである。これも確かにサー
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ビスに違いないが、ネット上の掲載情報は不正確・不確定であることが多く、調査
依頼が増えそうな傾向にある。
　国立国会図書館では、需要の多い遠隔複写を目的とする所蔵資料の内容確認につ
いて、個人利用者向けにオンラインによる「記事掲載箇所の調査依頼」という問い
合わせ受付を試行的に開始したという。
６　おすすめデータ一覧（11）
　「おすすめデータ一覧」は、レファレンス協同データベースに登録されているデ
ータの中から、興味深いもの、記述の充実したもの、旬のテーマを扱ったものなど
を選んで掲載しているものである。
　最近の質問例：「贔屓（ひいき）」という言葉の語源となっている中国の伝説上の
生きものについて詳しく知りたい。
　これは、兵庫県立図書館からのデータ提供であるが、図書館サイド・司書はどの
ように対応しているかを読み解くことが出来る事例である。
　次ページの表は必要なデータ部分（抜粋）をまとめたものである。
　この質問は事実解説型質問であり、回答プロセスにも述べているように最初に自
館の蔵書である漢和辞典、語源辞典、ことわざ辞典類を調べ、そこから得られた
「亀」と「竜」というキーワードを元に中国の故事へと展開していることが分かる。
得られた「亀」と「竜」に関してもそれぞれ丁寧に調査を積み重ね、最後にインタ
ーネットで確認をしている。
　便利さ故に、近年は調査前にインターネットで調べる傾向があるが、兵庫県立図
書館では、紙媒体での調査の後にインターネットで確認をしている検索行動は図
書館員として模範と考える。ただ、Wikipedia の情報は如何なものかと思う（信頼
性・組織化の判断？）が、二次資料で調べた上での検索結果であるので念のためと
いう止むを得ない行為と考えたい。そこで得られた『升庵外集』は、すでに『大漢
和辞典』からも得られていた情報だが、それを国立国会図書館デジタルコレクショ
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ンで閲覧可能であることを突き止め、映像でみることができることを利用者に提供
している。しかしこのデータには、質問者がどのような区分の人なのか社会人なの
か学生なのか明記されていない。質問者によっては、どこまでの資料の提供が必要
なのか見極める拠り所になるからである。調査には多様な「切り口」と「視点」が
存在することが分かる。
　得られた情報の情報源の書誌データは、1 件ずつ参考資料欄にまとめられている。
この参考資料も大事な情報源となる。後日、類似の質問を受けた際にこの参考資料
が図書館員共有の資料となるからである。
表　兵庫県立図書館の質問例（抜粋）
提 供 館 兵庫県立図書館（2110027） 管理番号 207
事例作成日 2015/4/7 登録日時 2016/9/13　14:07pm 更新日時
2016/10/7
13:43pm 
質 問 「贔屓（ひいき）」という言葉の語源となっている中国の伝説上の生きものに
ついて詳しく知りたい。
回 答 〈漢和辞典〉を調査する。
①『大漢和辞典　10』（請求番号 813.2/5/10）P807 ｢贔」
　　大きい亀　雌亀『升庵外集』　（3）ひいき『翠雨軒詩話』
②『大漢和辞典　4』（813.2/5/4）P155「屓」　「贔屓」つとめるさま
P176 ｢贔」（3）力のあるさま
〈語源事典〉を調査する。
③『暮らしのことば新語源辞典』（812/62）P72「贔屓」石碑を支える台座
に彫られる大形の亀のこと。
〈ことわざの事典〉を調査する。
④『新編故事ことわざ辞典』（813.4/57）P1112「贔屓の引き倒し」贔屓＝
海亀が大力を出すこと。
〈中国の故事〉を調査する。
⑤『中国故事成語辞典』（824.4/5）P478 ｢贔屓」
　大きな亀が仏像または大石碑を負うた形→力を添えて肩を持ってやること
にいう。
〈亀〉について調査する。
⑥『亀　ものと人間の文化史』（666.7/17）P123 ～ 127 ｢亀趺と贔屓」
⑦『カメの文化誌』（487.9/22）P126 ～「ものを支える石亀」
⑧『動物の漢字語源辞典』（821.2/81）P146「贔屓」
　資料⑧に、「竜が生んだ九子の一つ」とあるため、〈竜〉について調査する。
⑨『図説・龍の歴史大事典』（388/111）P50「龍の子どもたち」
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⑩『龍の百科』（388/84）P74 ｢龍の九匹の子どもと、その役割は」
⑪『図説龍とドラゴンの世界』（388/116）P74 ｢龍の子どもたち（1）贔屓」
　『水滸伝』挿絵
インターネットで「贔屓」を検索すると、Wikipedia には「升庵外集」に記載
があると書かれている。『升庵外集』は国立国会図書館デジタルコレクション
（インターネット公開）で閲覧可能。
回答プロセス 最初に漢和辞典、語源辞典等の辞典類を調査し、「亀」と「竜」というキーワ
ードを得たので、その二つについて詳しく調査した。
参考資料 ①『大漢和辞典巻 10』修訂第 2 版、諸橋漸次著、大修館書店、1990
②『大漢和辞典巻 4』修訂第２版，諸橋漸次著、大修館書店、1989
③『暮らしことば新語源辞典』山口佳紀編、講談社、2008
④『新編故事ことわざ辞典』鈴木棠三編、創拓社、1992
⑤『中国故事成語辞典』角川書店、加藤常賢他著、1922
⑥『亀　ものと人間の文化史』矢野憲一著、法政大学出版局、1938
⑦『カメの文化誌』ピーター・ヤング著、忠平美幸訳、柏書房、2005
⑧『動物の漢字語源辞典』加納喜光著、東京堂出版、2007
⑨『図説・龍の歴史大事典』笠間良彦著、遊子館、2006
⑩『龍の百科』池上正治著、新潮社、2000
⑪『図説龍とドラゴンの世界』笠間良彦著、遊子館、2008
７　おわりに
　髙山正也氏は著書（12）の中で、
　単に優れたコンピュータシステムを装備した図書館ができただけでは「電子
図書館」とはならず、それは単に「機械化図書館」にすぎないのである。紙メ
ディアの利用と本質的に同一の図書館利用を効率化しただけのサービスしか提
供しない図書館は電子図書館とは呼べず、単なる機械化図書館に過ぎない。
と述べ、そこに必要なのは「技術革新」であると言っている。「技術革新」とは、
「図書館サービスを提供し、必要とする関係者の行動・文化に変化が起きる状態を
いう。」と綴っている。
　前述の通り、国立国会図書館を中心とする「レファレンス協同データベ－ス」は、
館種を超えた多様な図書館が参画する全国規模のレファレンス事例データベースの
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協同構築事業であり、画期的な意義深い試みであると言える。このデータベースへ
の継続的なデータ登録と安定的なシステムの運用は情報サービスを提供する国立国
会図書館はじめ、すべての図書館員の人的支援があってこそのことであり、極めて
重要な意義があると考える。
　レファレンス協同データベースの長所は、多数の参加館がデータ入力をしている
からこそ生まれるスケールメリットと、協同作業で支えあう参加館同士の繋がりに
ある。そこには当然技術提供が発生している。それぞれの館の特徴となるサービス
資料群がそこには必ずある。公共図書館には郷土関係資料があるし、専門図書館は
存在そのものが特色といえる。この特徴をもつ図書館同士がレファレンス事例を共
有しあえば、自分の図書館に欠けているものを補完しあうこととなり、これが日本
の図書館全体のレファレンス能力の向上に繋がる。
　今、図書館に求められているものは、逼迫した公的財政の下での図書館サービス
の復活と考える。
　国内の主な図書館は、6,000 館（13）を超すがまだ 725 館が参加しているにすぎな
い。まだまだ少ないと感じている。また、新しい枠組み、新たな展開も考えられる
し、新しい価値を伴ったサービスの提供も将来的には生まれると考えられる。図書
館についての発想を自由で革新的なアイディアで既得権益にとらわれず挑戦的な取
り組みが期待されている。
　このような意義深い事業に全国の図書館は参加して利用者の期待・職員のスキル
アップに応えてもらいたいと思うのである。
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